
◆「複数プログラム選択履修制度」の履修方法
主プログラム（必修）

主プログラム
趣旨 選択条件

各専門領域の基礎的な知識や技能を、一貫的、調和的に
修得するためのプログラム 所属学科の開設するプログラムから選択すること

開設プログラム
▼文教育学部 ▼理学部 ▼生活科学部 ▼共創工学部
◎人文科学科 ◎数学科 ◎人間生活学科 ◎人間環境工学科
哲学・倫理学・美術史、 数学 生活社会科学、 人間環境工学
比較歴史学、地理環境学 ◎物理学科 生活文化学 ◎文化情報工学科

◎言語文化学科 物理学 ◎心理学科 文化情報工学
日本語・日本文学、 ◎化学科 心理学
中国語圏言語文化、 化学
英語圏言語文化、 ◎生物学科
仏語圏言語文化 生物学 　

◎人間社会科学科 ◎情報科学科 　
教育科学、社会学、 情報科学
子ども学

◎グローバル文化学環
グローバル文化学（※ 1） 　 　

※１：�グローバル文化学を主プログラムとする履修者は、必修プログラムとして、グローバル文化学主プログラムと、所属学科のいずれか
のコースの副プログラム又は教育科学・子ども学学際プログラムを履修します。

第２のプログラム（選択必修）

   強化プログラム
趣旨

各専門領域のより高度な科目群からなり、専門領域に特化した深い専門性を培うためのプログラム
選択条件

同一名の主プログラムを履修していること
開設プログラム

主プログラムと同じ（グローバル文化学を除く）
副プログラム 学際プログラム

趣旨 趣旨
学生の多様な能力・適性及び学習意欲に応え、専門とは異なる分野の

幅広い学修機会を提供するためのプログラム
新たな領域融合型ないし学際型の専門領域に即応し、先端研究分野等で

要請される新しいタイプの専門人材養成に対応するプログラム
選択条件 選択条件

以下の表の所属学科が指定する副プログラム（○印が付いたもの）
から一つを選択すること

以下の表の所属学科が指定する学際プログラム（○印が付いたもの）
から一つを選択すること
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哲学 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － ○ ○

文
教
育
学
部

人
文
科
学
科

哲学 ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○
歴史 ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ 歴史 ○ ○ － － － － ○ ○ ○
地理 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ － 地理 ○ ○ － － － － － ○ ○
グロ文 ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － － － － － － グロ文 － － － － － － － － －

言
語
文
化
学
科

日文 ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○
言
語
文
化
学
科

日文 ○ ○ － － － － － － ○
中文 ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ 中文 ○ ○ － － － － － － ○
英文 ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ 英文 ○ ○ － － － － ○ － ○
仏文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ 仏文 ○ ○ － － － － ○ － ○
グロ文 － － － ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － － － － グロ文 － － － － － － － － －

人
間
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科
学
科

教育 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － － － 人
間
社
会
科
学
科

教育 ○ ○ － － － － － － －
社会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ 社会 ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○
子ども ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － － ○ ○ 子ども ○ ○ － － － － ○ ○ ○
グロ文 － － － － － － － － ○ － － － － － － － － － － グロ文 ○ － － － － － － － －

理
学
部

数学科 － － － － － － － － － － － － ○ － － ○ － － －

理
学
部

数学科 － － ○ － － ○ － － －
物理学科 － － － － － － － － － － － ○ － ○ ○ ○ － － － 物理学科 － － ○ ○ ○ ○ － ○ －
化学科 － － － － － － － － － － － ○ ○ － ○ ○ － － － 化学科 － － ○ ○ ○ ○ － － －
生物学科 － － － － － － － － － － － ○ ○ ○ － ○ － － － 生物学科 － － ○ ○ ○ ○ － － －
情報科学科 － － － － － － － － － － － ○ ○ － － － － － － 情報科学科 － － ○ － － ○ － － －

生
活
科
学
部

人
間
生
活
学
科

生活社会科学 － － － － － － － － ○ － － － － － － － － ○ ○ 生
活
科
学
部

人
間
生
活
学
科

生活社会科学 － ○ － － － － ○ － ○
生活文化学 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － － ○ － ○ 生活文化学 ○ ○ － － － － ○ ○ ○

心理学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ － 心理学科 ○ ○ － ○ ○ － ○ ○ ○
共
創
工
学
部

人間環境工学科 － － － － － － － － － － － － － － － ○ － － － 共
創
工
学
部

人間環境工学科 － － － － － ○ ○ － ○
文化情報工学科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － － － － ○ － ○ － 文化情報工学科 ○ ○ － － － － － ○ －

開設プログラム 開設プログラム
▼文教育学部
哲学・倫理学・美術史、比較歴史学、地理環境学、
日本語・日本文学、中国語圏言語文化、
英語圏言語文化、
仏語圏言語文化、日本語教育、社会学、
舞踊教育学、音楽表現

▼理学部
数学、物理学、化学、生物学、情報科学
▼生活科学部
生活社会科学、生活文化学、心理学

▼文教育学部
◎人間社会科学科
　教育科学・子ども学
◎グローバル文化学環
　グローバル文化学

▼理学部
◎数学科、物理学科、情報科学科
　応用数理
◎物理学科、化学科
　物理・化学
◎化学科、生物学科
　ケミカルバイオロジー
◎生物学科、化学科、情報科学科
　生命情報学

▼生活科学部
◎人間生活学科
　消費者学
▼共創工学部
◎人間環境工学科
　人間環境工学
◎文化情報工学科
　文化情報工学

※主プログラムと第２のプログラムに共通して含まれている科目については
　どちらか１つのプログラムにのみ換算されます。（ダブルカウントは不可）




